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８
月
に
日
本
で
初
め
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ

ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
（
以
下
、
Gp
）
が

確
認
さ
れ
た
と
の
発
表
を
受
け
、
オ
ラ
ン

ダ
で
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
識
者
の
意
見

を
聞
い
て
み
た
。

Gp
へ
の
対
応
は
根
絶
か
ら

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と
意
識
が
変
わ
っ
た

Thom
as H

ans Been

博
士
（
ヴ
ァ
ー
ヘ

ニ
ン
ゲ
ン
大
学
・
植
物
寄
生
性
セ
ン
チ
ュ

ウ
と
化
学
的
防
除
の
専
門
家
）

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
Gp
は
感
染
し
た
種
イ

モ
を
介
し
て
国
内
に
侵
入
し
て
く
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
す
る

限
り
、
感
染
は
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た
感
染

が
確
認
さ
れ
た
時
点
で
流
入
か
ら
す
で
に

10
～
20
年
が
経
過
し
、
機
械
に
付
着
し
た

Gp
を
含
む
土
壌
が
媒
介
と
な
っ
て
生
産
地

に
広
が
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
政
府
は

過
剰
反
応
を
し
が
ち
で
根
絶
し
よ
う
と
す

る
が
、結
果
的
に
不
可
能
な
の
が
現
状
だ
。

我
々
は
40
年
以
上
、
薬
剤
を
用
い
て
Gp

の
駆
除
を
試
み
て
き
た
。
他
の
多
く
の

国
々
で
も
同
様
に
化
学
的
防
除
が
採
用
さ

れ
た
も
の
の
、
薬
剤
の
多
量
使
用
に
よ
る

地
下
水
汚
染
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
Gp
の
根
絶
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管

理
）
へ
と
意
識
が
変
わ
っ
た
。
現
在
、
感

染
圃
場
に
対
す
る
薫
蒸
剤
と
殺
線
虫
剤
の

使
用
が
大
幅
に
削
減
（
①
）
さ
れ
た
一
方
、

小
規
模
感
染
の
早
期
発
見
（
②
）、
抵
抗

性
品
種
の
使
用
（
③
）、
最
低
３
作
物
に

よ
る
輪
作
の
採
用
、
ト
ラ
ッ
プ
ク
ロ
ッ
プ

（
④
）
や
浸
水
方
法
（
⑤
）
の
よ
う
な
管

理
方
法
を
ベ
ー
ス
に
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

N
em

aD
ecide

と
い
う
意
思
決
定
支
援
シ

ス
テ
ム
（
⑥
）
で
専
門
家
が
化
学
的
根
拠

を
も
っ
て
生
産
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、

Gp
は
生
産
者
に
と
っ
て
も
は
や
脅
威
で
は

な
い
。

私
は
30
年
間
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
の
検
疫

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
働
き
、
政
府
に

そ
の
管
理
方
法
を
提
案
し
て
き
た
。
長
い

間
、
こ
う
し
て
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
と
戦
っ
て

き
た
経
験
や
知
識
は
日
本
に
も
活
用
で
き

る
と
信
じ
て
い
る
。（
談
）

①
薫
蒸
剤
と
殺
線
虫
剤
の

　
使
用
を
大
幅
に
削
減

㎏
当
た
り
１
０
０
ｇ
の
オ
キ
サ
ミ
ル
を

含
むV

ydate

が
一
般
的
だ
。
Ｅ
Ｕ
の
規

制
で
現
在
は
ト
ー
タ
ル
で
10
～
40
㎏
／
ha

の
使
用
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

㎏
当
た
り
１
０
０
ｇ
の
フ
ォ
ス
チ
ア
ゼ
ー

ト
を
含
有
す
るN

em
athorin

も
７
・
５

～
30
㎏
／
ha
の
範
囲
で
使
用
が
許
可
さ
れ

て
い
る
。

②
小
規
模
感
染
の
早
期
発
見

Gp
の
感
染
範
囲
の
拡
大
抑
制
と
感
染
経

路
を
管
理
す
る
た
め
、V

erordening 
PA

 aardappelm
oeheid 2008

（
Gp
に

関
す
る
規
制2008

）
を
制
定
。
圃
場
で
Gp

が
検
出
さ
れ
た
場
合
、D

utch F
ood 

Safety A
uthority

（
Ｎ
Ｖ
Ｗ
Ａ
、
オ
ラ

ン
ダ
食
品
消
費
者
製
品
安
全
庁
）
か
ら
当

該
生
産
者
に
措
置
が
示
さ
れ
た
通
知
を
出

す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

・ 

除
去
圃
場
と
未
感
染
圃
場
と
の
距
離
を

１
５
０
ｍ
以
上
開
け
る
。

・ 

措
置
の
実
施
後
、
す
ぐ
に
感
染
圃
場
を

最
低
14
日
間
、V

irtually Im
perm

e-
able Film

（
不
透
過
性
フ
ィ
ル
ム
）
で

覆
う
。

・ 

最
大
１
５
０
㎡
の
緩
衝
地
帯
は
、
除
去

圃
場
と
住
宅
と
そ
の
他
施
設
（
学
校
、

商
業
施
設
、
オ
フ
ィ
ス
）
と
の
地
籍
境

界
の
間
と
し
て
使
用
す
る
。

・ 

除
去
圃
場
で
は
薬
剤
を
少
な
く
と
も
深

さ
20
㎝
以
内
に
施
用
す
る
。

同
団
体
か
ら
こ
う
し
た
通
知
を
受
け
取

っ
た
生
産
者
は
Gp
の
除
去
に
努
め
、
処
置

が
完
了
し
た
ら
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

③
抵
抗
性
品
種
の
使
用

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
品
種
登
録
を
す
る
と

リ
ス
ト
化
さ
れ
、
２
年
間
に
及
ぶ
政
府
に

よ
る
チ
ェ
ッ
ク
で
毒
性
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

抵
抗
性
レ
ベ
ル
１
～
９
が
リ
ス
ト
に
記
載

さ
れ
る
。
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
が
存
在
し
な
い

圃
場
で
の
み
栽
培
が
許
可
さ
れ
る
種
イ
モ

Opinion

オランダのマネジメント（管理）型
ジャガイモシロシストセンチュウ
対策

紀平 真理子
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Opinion

・ 

今
年
か
ら
感
染
圃
場
で
は
抵
抗
性
レ
ベ

ル
で
７
以
上
の
品
種
だ
け
が
使
用
を
許

可
さ
れ
る
。
生
鮮
用
、
加
工
用
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
栽
培
す
る
た
め
に
は
抵
抗
性
ス

コ
ア
が
８
ま
た
は
９
の
品
種
を
使
用
す

る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
（
以
下
、
Gr
）
と
Gp
の
抵
抗
性
品
種
に

に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
生
鮮
用
な
ど
を

感
染
圃
場
に
作
付
け
す
る
場
合
は
次
の
３

つ
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・ 

抵
抗
性
レ
ベ
ル
が
十
分
と
見
な
さ
れ
る

品
種
を
選
択
す
る
。

・ 

定
着
し
た
当
該
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
毒
性
グ

ル
ー
プ
に
抵
抗
性
が
あ
る
品
種
を
使
用

す
る
。

定
評
が
あ
る
育
種
会
社
の
Ｔ
Ｐ
Ｃ
社
に
よ

る
と
、
い
ま
ま
で
数
カ
国
に
抵
抗
性
品
種

を
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
ウ
ト
（
使
用
許
諾
）
し

て
き
た
と
い
う
。
過
去
の
例
で
「
セ
ン
チ

ュ
ウ
類
は
存
在
し
な
い
の
で
抵
抗
性
品
種

は
不
要
」
と
話
し
て
い
た
国
で
発
生
が
確

認
さ
れ
、
必
要
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い

そ
う
だ
。
オ
ラ
ン
ダ
に
も
セ
ン
チ
ュ
ウ
類

の
激
発
地
帯
が
あ
る
も
の
の
、
抵
抗
性
品

種
の
お
か
げ
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
同
社
は
、
Gr

と
Gp
の
両
方
に
抵
抗
性
の
高
いT

oronto

やM
onte C

arlo

な
ど
の
品
種
を
保
有

し
、
今
後
も
２
、
３
年
ご
と
に
新
品
種
を

登
録
し
て
い
く
計
画
だ
。

④
ト
ラ
ッ
プ
ク
ロ
ッ
プ

ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
と
い
う
緑
肥
は
、
抵

抗
性
品
種
と
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
Gp
に
も

Gr
に
も
作
用
す
る
。
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の

根
が
媒
介
に
な
っ
て
Gp
や
Gr
の
シ
ス
ト
が

孵
化
す
る
が
、
寄
生
し
て
も
根
か
ら
は
栄

養
分
を
吸
収
で
き
ず
に
餓
死
す
る
た
め
、

結
果
的
に
圃
場
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
密
度
が
低

下
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｎ
Ｖ
Ｗ
Ａ
の
規
定

で
は
、
７
月
15
日
ま
で
に
播
種
す
る
こ
と

や
㎡
ご
と
の
播
種
数
と
草
丈
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
ク
ロ
ッ
プ
と
し
て
４

月
下
旬
か
ら
約
40
日
間
、
Gp
や
Gr
に
抵
抗

性
の
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
育
種
会
社
に
よ
る
と
、
キ
ャ

ッ
チ
ク
ロ
ッ
プ
と
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使

用
す
る
場
合
、
４
月
下
旬
の
早
い
段
階
で

植
え
付
け
、６
月
ま
で
に
生
育
さ
せ
た
後
、

除
草
剤
で
作
物
を
枯
ら
す
の
だ
と
い
う
。

こ
の
方
法
は
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
を
引
き
つ

け
、
作
物
に
寄
生
し
た
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
も

一
緒
に
殺
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、

抵
抗
性
ス
コ
ア
が
７
以
上
の
品
種
を
使
用

す
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

除
草
剤
の
コ
ス
ト
や
１
年
間
、
当
該
圃
場

か
ら
収
入
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
有
用
で
は
な
い
そ

う
だ
。

⑤
浸
水
方
法

２
０
１
１
年
、Productschap Akkerbouw 

（
農
産
物
委
員
会
）
に
依
頼
さ
れ
たPPO

-
A

G
V

（
応
用
植
物
研
究
所
）
が
圃
場
で

セ
ン
チ
ュ
ウ
類
を
死
滅
さ
せ
る
た
め
の
浸

水
試
験
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

夏
期
に
16
週
間
、
浸
水
す
る
こ
と
で
Gp
が

99
・
９
％
死
滅
し
た
と
い
う
。
浸
水
後
の

排
水
に
は
生
き
て
い
る
Gp
が
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。

⑥
意
思
決
定
支
援
シ
ス
テ
ム

N
em

aD
ecide

は
、
ヴ
ァ
ー
ヘ
ニ
ン
ゲ

ン
大
学
やN

A
K

（
植
物
検
疫
機
関
）、
育

種
会
社
、
化
学
薬
品
会
社
、
農
業
法
人
な

ど
が
共
同
で
作
成
し
た
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
を

制
御
す
る
意
思
決
定
支
援
シ
ス
テ
ム
。
土

壌
中
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
含
有
量
グ
ラ
フ
や

参考資料：�Lijst� van� in�Nederland� beschikbare� aardappelrassen�met� bijbehorende� resistentieniveaus� voor�
aardappelmoeheid�2015

注：�「Toronto」は、2014年12月に品種登録が完了した関係で、参考資料の2015年版には記載されていない。なお、
この品種はジャガイモシストセンチュウのRo4に対して９の抵抗性スコアを有するが、オランダでは認証していな
いため、非掲載としている。

用途 品種名 育種会社
（育種家）

抵抗性スコア（9が最も強い）

ジャガイモ
シロシストセンチュウ

ジャガイモ
シストセンチュウ

生鮮

INNOVATOR HZPC社 Pa2：8、Pa3：9 なし

Monte�Carlo TPC社 Pa2：9、Pa3：7 Ro1：9、Ro2,3：9

MERCATOR J.H.�MENCKE Pa2：9、Pa3：8 なし

NOMADE Agrico社 Pa2：8、Pa3：9 Ro1：6、Ro2,3：7

MARITIEMA Schaap�Holland社 Pa2：8、Pa3：3 Ro1：9、Ro2,3：8

DANIELLE J.�DARWINKEL Pa2：4、Pa3：3 Ro1：9

SANTE AGRICO社 Pa2：7、Pa3：3 Ro1：9、Ro2,3：7

STARGA SLOOTS�AGRI社 Pa2：7、Pa3：9 Ro1：9、Ro2,3：7

フレンチ
フライ

AMBASSADOR AGRICO社 Pa2：9、Pa3：8 Ro1：4
＊Toronto TPC社 Pa2：9、Pa3：8 Ro1：9、Ro2,3：9

でん粉

AVARNA Averis社 Pa2：9、Pa3：9 Ro1：9、Ro2,3：9

AVEKA Averis社 Pa2：9、Pa3：9 Ro1：8、Ro2,3：8

FESTIEN Averis社 Pa2：9、Pa3：9 Ro1：9、Ro2,3：9

SERESTA Averis社 Pa2：9、Pa3：8 Ro1：9、Ro2,3：7

MERANO Averis社 Pa2：9、Pa3：9 Ro1：9、Ro2,3：9

SOFISTA SEMAGRI�HOLLAND社 Pa2：9、Pa3：8 Ro1：8、Ro2,3：9

表：オランダにおけるジャガイモシロシストセンチュウと
　　ジャガイモシストセンチュウの抵抗性品種の一例



57 農業経営者 2015年 11月号

コントラクター絡みでの規制は存在しない
ゼーラント州のジャガイモ生産者

　一般的に機械類は冬期に洗浄と薬剤での殺菌を
行なう。私は、ジャガイモ関係については自前の
機械で収穫しているため、問題がないが、甜菜の
収穫をコントラクターに委託する際はリスクがあ
ると考えている。機械は汚れており、洗浄には１
週間かかることから、依頼するのも難しい。この
リスクを避けるには、シーズンの一番初めに委託
するか、自分でハーベスターを購入して作業する
しかない。ただ、３作物以上による輪作を採用し
ているほか、私のゼーラント州ではGpの被害が発
生しておらず、そこまで心配していない。ちなみに、
フレボランド州の農機ディーラーによると、種イ
モの栽培で有名な同州では感染圃場での種イモの
作付けが不可のため、コントラクターに頼らず、自

前ですべての機械類をそろえている生産者が多い
そうだ。
　余談だが、オランダにはコントラクターに関す
る規制は存在しない。責任の所在はコントラクタ
ーに依頼した生産者にあるという認識だ。利用者
が必要だと思えば、自身の圃場での作業前に機械
を洗浄するよう申し入れる。
　とはいえ、何もルールがないわけではない。EU
とオランダ農業・自然・食品安全省から支援を受
けたThe Foundation Pro Actがコントラクター業
務のスタンダードであるVKL（食品品質コントラ
クター資格）を整えた。VKLの登録申請には、機
械のメンテナンスや洗浄のスケジュールの提出、実
施内容の登録などが必要だ。（談）

品
種
別
感
染
時
予
想
収
量
、
セ
ン
チ
ュ
ウ

類
が
混
在
し
て
い
る
場
合
、
品
種
別
、
セ

ン
チ
ュ
ウ
含
有
量
別
の
収
量
予
想
グ
ラ

フ
、
ま
た
専
門
家
か
ら
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

http://w
w

w
.nem

adecide.com
/en/

characteristics.htm
l

サ
ン
プ
リ
ン
グ
強
度
、

緩
衝
地
帯
、
再
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の

三
本
柱
で
対
策
を
実
施
中

Ｎ
Ａ
Ｋ

Gr
抵
抗
性
の
品
種
は
全
レ
ー
ス
に
抵
抗

性
を
備
え
た
も
の
が
８
割
に
達
し
て
い
る

が
、
Gp
の
場
合
は
ま
だ
レ
ー
ス
別
で
の
抵

抗
性
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

薫
蒸
剤
に
関
し
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
い
え
る
。
Gr
に
関
し
て
は
す
で
に
抵
抗

性
が
確
立
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
Gp
は
ま

だ
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
Gp
に
適
用
の
あ
る

薫
蒸
剤
は
最
大
で
８
割
駆
除
で
き
る
が
、

規
制
な
ど
で
近
年
は
使
用
が
減
少
傾
向
に

あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
の
感
染
圃
場
の
内
訳

は
、
Gr
が
10
％
で
Gp
が
84
％
、
両
方
は
６

％
だ
。
感
染
経
路
は
主
に
機
械
に
付
着
し

た
土
壌
に
よ
る
伝
染
や
風
媒
伝
染
、
未
承

認
の
種
イ
モ
に
よ
る
伝
染
が
挙
げ
ら
れ
る
。

サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
我
々
Ｎ
Ａ
Ｋ
が
行
な

う
。
年
間
約
13
万
サ
ン
プ
ル
、
１
日
に
約

７
０
０
サ
ン
プ
ル
を
テ
ス
ト
し
て
い
る
。

サ
ン
プ
ル
土
壌
の
採
取
方
法
は
手
と
四
輪

バ
ギ
ー
に
よ
る
。
土
壌
チ
ェ
ッ
ク
で
セ
ン

チ
ュ
ウ
類
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
の
ま

ま
種
イ
モ
と
し
て
、
確
認
さ
れ
た
場
合
は

生
鮮
用
か
加
工
用
で
使
用
す
る
。
ラ
ボ
で

の
検
査
で
は
シ
ス
ト
が
生
存
し
て
い
る
か

死
滅
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
な

る
。近

年
の
Ｅ
Ｕ
の
政
策
は
、
サ
ン
プ
リ
ン

グ
強
度
、
緩
衝
地
帯
、
再
サ
ン
プ
リ
ン
グ

の
可
能
性
を
三
本
柱
と
し
て
い
る
。
２
０

１
０
年
以
前
は
す
べ
て
の
圃
場
で
６
０
０

cc
／
ha
だ
っ
た
が
、
現
在
は
以
前
感
染
し

た
圃
場
で
は
１
５
０
０
cc
／
ha
採
取
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
緩
衝
地
帯
に

関
し
て
２
０
１
０
年
以
前
は
感
染
圃
場
の

両
サ
イ
ド
６
m
だ
っ
た
が
、
現
在
は
16
ｍ

に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
緩
衝
地
帯
を

含
む
２
つ
の
感
染
圃
場
間
の
距
離
は
27
ｍ

以
上
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ラ
ボ

で
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
類
に
関
す
る
土
壌
テ
ス

ト
は
年
間
４
万
７
０
０
０
ha
分
実
施
さ

れ
、
そ
の
コ
ス
ト
は
２
８
０
万
ユ
ー
ロ
に

も
な
る
。
Ｎ
Ａ
Ｋ
は
政
府
か
ら
資
金
援
助

を
一
切
受
け
て
い
な
い
た
め
、
す
べ
て
生

産
者
か
ら
の
支
払
い
（
ha
当
た
り
43
～
69

ユ
ー
ロ
）
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
通

常
６
年
ご
と
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
テ
ス
ト
を

行
な
う
が
、
薫
蒸
剤
や
抵
抗
性
品
種
の
使

用
、
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
の
栽
培
な
ど
の
防

止
策
を
講
じ
た
後
、
３
年
後
に
再
サ
ン
プ

リ
ン
グ
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。（
談
）


